
『
中
観

心
論

』

に

み

ら

れ

る

一
切

智
 
(s
ar
v
a
jn
a
)
 思

想
 
(
川

崎

)

『
中
観

心
論
』
に
み
ら
れ
る

一
切
智
 
(s
g
r
v
a
j
n
a
)
 

思
想

川

崎

信

定

B
h
a
v
y
a
 
の
著

し

た

『
中

観

心

論

頗
 
(
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
k
a
r
i
k
a
,

以
下

套

と
略
称
)』
お
よ
び
そ
の
注
釈

『
思
択
炎
 (
T
a
r
k
a
-
j
v
l
a
,
 

以

下
 
T
Jと
略
称
)』
に
は
、
以
下
の
三
箇
所
に
お
い
て
、
仏
陀

の
全
智
者

な
る
こ
と
-
一

切
智
性
 
(sar
va
j
n
atv
a)

-
が論
じ
ら
れ
て
い
る
。

一 

第

五
章

「
入
喩
伽

行
真
実
決

択
章
」

の

第

九
二
-
九

三
碩

ま
ず
こ
の
二
類
に
お
い
て
、
「
一
切
智
者
は

一
刹
那
に
お
い
て
、
多
数

の
所
知
を
遍
知
す
る
こ
と
が
な
い
。
知
が
自
ら
に
向
か

っ
て
起
き
る
こ

と
が
な

い
が
故
に
。
剣
の
刃
が

〔自
ら
に
は
向
か
わ
な
い
が
〕
ご
と
し
」

と
い
う
喩
伽
行
派

の
説
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
喩
伽
行
派
は

一
切
智
が
成
立
す
る
条
件
と
し

て
、
「智
に
は
、
対
象
を
認
識
し
て
い
る
智
自
体
を
知
る
自
証
作
用

が

あ
る
」

こ
と
を
前
提
と
し
た
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
考

え
方
は
本
書
に
お
い
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
る
に
い
た

っ
た
も
の
で
は
な

く
、
『
倶
舎
論
』
破
我
品
に
お
け
る
有
部
と
経
量
部
の
間
で
行
わ
れ
た
、

仏

の

一
切

智

を

一
刹

那

の
智

と

み
る

か

多

刹

那

の
智

と

み

る
か

の
議

論

に
も

す

で

に
見

る

こ
と

が

で

き

る
。

で

は

あ

る

が
、

本

書

の

こ

の
箇

所

に

お
け

る
喩

伽

行

派

か

ら

の

批

判

は

さ

ら

に

一
歩

を

進

め

て
、

中

観

派

の
説

く

法

性

・
勝

義

諦

の
性

格

に

ま

で
立

ち

い
た

っ
て

い
る
。

か

か

る

勝

義

諦

は
、

そ

れ

を
対

象

と

し

て
知

る

智
、

す

な

わ

ち

智

の
自

証
作

用

を

も

そ

の
存
在

を
否

定

す

る

も

の

で

あ

る
 
(
ra
n
 r
ig
 h
go
g
 p
a
r
 b
y
ed

p
h
y
ir
 ro
)
。
ま

た

か

か

る
智

の

あ

り

か

た

の
方

を
認

め

る

と

き

に

は
、

逆

に

中
観

派

の
主

張

す

る
勝

義

諦

の
存

在

が

否

定

さ

れ

る

こ

と

に

な

る
。

以

上

の

よ

う

に
喩
伽

行

派

は
主

張

し
、

こ
れ

に
対

し

て
中

観

派

の

主

張

す

る

と

こ

ろ
は

第

九

三

頗

の
釈

に
明

ら

か

に

さ

れ

る
。

「
勝
義
と
は
、

無
分
別
な
る
智

に
よ

っ
て
捉

え
ら
れ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
そ

 

の
捉

え
ら
れ
か
た
は
、
能
取
す

る

こ
と
な
き
あ
り
か
た
に
お

い
て
の
所
取
で

 

あ
る
。

(
h
d
Z
i
n
 
p
a
 m
e
d
 pa
h
i
 tsh
u
l
 y
i
s
 
g
z
u
n
 

b
a
 y
i
n
 
te
…
.
 T
J
.

III
,
 
P
e
k
in
g
 p
.
 1
01
,
 
2
4
9
b
6)
か
か

る
あ
り
か
た
が
可
能

で
あ

る
性
格

の

も

の
が
ま
さ
に
勝
義

で
あ
る
。
」

『
中
観

心
論

』

の
第

三
章

に

み
ら

れ

る

以

上

の
議

論

と
同

様

の
問

題
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意
識
は
前
に
言
及
し
た

『
倶
舎
論
』
破
我
品
の
他
に
も
、
『仏
地
経
論
』

巻
四
、
『大
乗
荘
厳
経
論
』
菩
提
品
第
三

一
・
三
三
碩
、

お
よ
び

『
大

智
度
論
』
巻

二
七
に
お
け
る

「無
漏
智
に
所
縁
な
し
。
故
に

一
切
法
を

縁
ず
る
仏
智
は
有
漏
智
な
ら
ず
や
。
」
の
問
と
も
共
通
す
る
も

の
を
有

し
て
い
る
。

二
 

第

九
章

「
ミ
ー

マ
ー

ン
サ
ー
学
派
真
実
決
択
章
」

の

第

一
四
八

一
六

七
頚

後

代

の
、

殊

に
 
s
am
ta
r
a
k
sita
 
の
 
T
a
t
t
v
a
s
a
m
g
r
a
h
a
 

『
真

理
綱

要
』
)

の
最

終

章

「
超

感

覚

的

対

象

を

見

る

人

間

の

考

察
 
(
A
t
in
d
riy
a
-

a
rth
a
-d
a
r
s
i
-
p
u
m
s
a
-
p
a
r
i
k
s
a
)
」
に

み

ら

れ

る

よ
う

に
、
K
u
m
a
r
ila
 に

代

表

さ

れ

る

ミ
ー

マ
ー

ン
サ

ー
学

徒

は
、

ヴ

ェ
ー

ダ

の
教

令

の

み

を
法

に

関

す

る

正

し

い
認

識

根

拠

と

し

て
認

め
、

人
間

は
ヴ

ェ
ー
ダ

に
依

ら

ず

し

て
み

ず

か

ら

の
力

で
法

を

知

る

こ
と

は

で

き

な

い
と

し
た
。

す

な

わ

ち
、

仏

陀

を
含

め

て
、

一
切

智

者

な

る
人

間

を
否

定

す

る

の
が

ミ

ー

マ

ー
ン
サ
ー
学
派
の
立
場
で
あ
る
。
箋

第
九
章
全
体
が

一
切
智
批
判

(
p
urv
a
-
p
a
k
s
a
 

v
v
.
 
1
-1
7
)
と

こ
れ

に

対

す

る

バ
ヴ

ィ
ヤ

の
反

論
 
(u
tta
ra
-

p
a
k
sa
 v
v
.
 
1
8
-
1
6
7
)
 

と

い
う

性

格

を
有

し

て

い
る

が
、

こ

の
章

の
最

終

部

分

の

二
〇
頽
 
(
v
v
. 
1
4
8-
1
6
7
)

は
特

に

一
切

智

者

を

主

題

と

し

て

論

ず

る
。

こ

の
バ
ヴ

ィ
ヤ

の
引

く

ミ

ー

マ
ー

ン
サ
ー

学
説

が

具
ハ体

的

に

い

か

な

る

ミ
ー

マ
ー

ン
サ
ー

学

徒

の
説

で

あ

る

か
、

現

在

ま

で

ま

だ
確

定

さ

れ

て

い
な

い
。

第

一
四

八
頒

を
除

き
、

他

の

一
九

頗

(
v
v
.
 
1
49
-
16
7
)

は

ラ
ー

フ

ラ

・
サ
ー

ン

ク
リ

テ

ィ

ヤ
ー

ヤ

ナ
師

将

来

の
梵

本

・
貝

葉

写

真
版

に

も

欠

落

し

て
お

り
、

チ

ベ

ッ
ト

訳

に

よ

っ
て

の
み
知

り
う

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ

の
内

容

と

す

る

と

こ
ろ

は

以

下

の
通

り

で

あ

る
。

(
i
)
 
三

ヴ

ェ
ー

ダ
 
(tr
d
y
i
-
mar
g
a
)
 が

対

象

と
正

し
く

斉

合

す

る

も

の
 
(
y
a
th
a
r
th
a
)
 で
あ

る
か

否

か

は
真

疑

不

明

で

あ

る
。

(
M
H
K
 Ix
,

v
v
.
 1
4
8
-
1
5
4
)
.

(
11
) 
推
論

(a
n
u
m
a
n
a
)
 

に
よ
る
論
理
的
思
考

の
優
先
。
前
主
張

に
お
い
て
は
、

ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派

の
立
場
と
し
て

「
あ
た
か
も
足

に
よ
る
感
触
に
よ
り
盲
人
が
険
隆
な
道
を
渡
り
ゆ
く
ご
と
く
、
彼
等
、

す
な
わ
ち
推
論
を
優
先
さ
せ
る
も
の
た
ち
が
転
落

す
る
こ
と
は
容
易
に

お
こ
り
が
ち
で
あ
る

(
M
H
K
 IX
,
 v
.
 
1
4
V
a
k
y
a
p
a
d
i
y
a
 

I
,
 
4
2
)
』

が

主
張
さ
れ
、
論
理
思
考
の
重
視
が
批
判
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ

ェ
ー
ダ
聖
血

へ
の
盲
従
を
戒
め
、
論
理
思
考

・
推
論
の
重
要
性
を
説
く

の
が
バ
ヴ
ィ
ヤ
の
立
場
で
あ
る
。
(
M
H
K
 IX
,
 vv
.
 
155-158)
.

「あ
た
か
も
河
を
渡
ろ
う
と
す
る
も
の
が
筏
を
依
用
す
る
よ
う
に
、
〔た
と

 

え
最
終
段
階
に
お
い
て
は
〕
捨
て
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
推
論
は
依

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
(
M
H
K
 IX
,
 v.
 
156)
.

(
i
i
i
)

 
「人
間
で
あ
る
が
故
に
 
(p
um
satv
a
t
)
」
と
い
う
理
由
概
念
と

の
関
連
に
お
い
て
、
仏
陀
と
人
間
の
差
異
を
論
じ
て
仏
身
無
漏
説
を
支

持
し
、
さ
ら
に
仏
陀
と
諸
天
神
の
智
の
懸
隔
を
論

じ
る
。
(
M
H
K
 IX
,

v
v
.
 1
5
9
-
1
6
4
)
.

(
iv
)

「
作

ら

れ
た

も

の

で
あ

る

か

ら

(
k
rta
k
a
tv
a
t)
」

と

い
う

理

由

『
中
観

心
論

』

に
み

ら

れ

る

一
切

智
 
(
sa
r
v
a
jn
a
)
 思

想

(
川

崎

)
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『中
観
心
論
』
に
み
ら
れ
る
一
切
智
 (sarva
jna)
 思
想

(川

崎
)

概
念
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ヴ

ェ
ー
ダ
聖
典

の
人
為
性

を
論

じ
る
。

(M
H
K
 IX
,
 vv
.
 
165-
166)
。

(
v
)
 
三
ヴ

ェ
ー
ダ
の
権
威
を
否
定
す
る
点
で
は
共
通
の
主
張
を
な

す
 
(tray
i
-
d
a
r
s
a
n
a
-
d
u
s
a
n
a
t
)
 

仏
教
と
ジ

ャ
イ
ナ
教

で
あ
る
が
、
仏
説

が
正
し
い
認
識
の
根
拠
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ナ
の
説
が
し
か
ら
ざ

る
こ
と
を
示

し
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
祖
師
の
言
葉
が
仏
陀
の
言
葉
の
同
喩

と
し
て
成
立

し
え
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
(
M
H
K
 IX
,
 
v
.
 
167)
.

以
上
の
バ
ヴ
ィ
ヤ
の
主
張
は
い
ず
れ
も
、
第
九
章
第

一
-
一
七
頗
の

前
主
張
の
部
分
に
引
用
さ
れ
る
ミ
ー

マ
ー
ン
サ
ー
学
説
に
対
応
す
る
論

駁
で
あ
る
。

D
h
ar
m
ak
irti
 以
後
に
成
立
す
る

一
連
の
仏
教
論
理
学
者

の

「仏
陀
の

一
切
智
者
た
る
こ
と
の
論
証

(sarvajn
a-p
ariksa)」
と
比

す
れ
ば
精
緻

さ
に
お
い
て
は
欠
け
る
が
、
仏
陀
の
言
葉
-
聖

典
智
を

も
含
め
て
-
や
 

sa
r
va
jna
 の
存
在
を
推
論
式
の
問
題
と
し
て
と
り

あ
げ
て
、
そ

の
理
由
概
念
の
検
討

に
あ

た
る
バ
ヴ
ィ
ヤ
の
態
度
は
、

D
ign
a
ga
 の
論
理
思
想
を
継
承
し
敷
衛
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、

一
切
智

者
存
在
論
証

の
論
理
展
開
の
上
で
そ
の
初
期
に
位
す
る
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

三
 
第

一
〇
章

「
一
切
智
性
成
就

を
説
示
す
る
章

(
T
h
a
m
s
 c
a
d
 m
k
h
ye
n
 p
a
 n
id
 d
u
 g
r
ub

p
a
r
 b
sta
n
 p
a
)
」
第

一
-
一

四
碩

第

一
〇
章

は

一
切
智
者
存
在
論
証
そ
の
も
の
を
章
名
と
す
る
章

で
あ

る

が
、

全

体

で

一
四
頽

の
小

章

で
あ

り
、

ラ
ー

フ

ラ
師

将

来

梵

本

で
も

第

二

二

・

一
四

頗

し
か

回

収

さ

れ

て
お

ら

ず
、

他

は

チ

ベ

ッ
ト
訳

に

よ

っ
て

の

み
知

ら

れ

る
。

前

章

ま

で

の
論

理

的

考

究

乃

至

論

述

と

は

ま

っ

た

く

異

な

っ
た
内

容

と

な

っ
て

い

る
。

論

争

の

相

手

と

さ

れ

て

い

る

の

は
、

裸

形

で

行

く

も

の

た

ち
 
(
n
a
gn
a
;
 
g
c
e
r
 

b
ur
 r
g
y
u
 

b
a
 rn
a
m
s)

-
す

な
わ
ち
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
で
あ
る
。
彼
等
の
主
張
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
以
下
の

一
五
項
目
で
、

い
ず
れ
も
仏
陀
の
無
知
-

す
な
わ
ち

一

切

智

で
な

い
事

例

を
掲

げ

て
論

難

せ

ん
と

す

る
も

の

で
あ

る
。

(
T
J
 X
,

P
e
k
in
g
 p
.
 
1
4

9
,
 
3
6
7
b
7
f
.
)
.

(
i
)
 

仏

陀

は
十

四
捨

置

記

の
各

項

に

つ

い
て
記

荊

を
与

え

る

こ
と

が

で

き
な

か

っ
た
。

(
i
i
) 

仏

陀

は
輪

廻

の

は

じ

ま

り
を

知

ら

な

か

っ
た
。

(
i
i
i
)

 

仏

陀

は
孫

陀
梨
 
S
u
n
d
a
r
i
 

が

殺

さ

れ
、

錘

の
中

に
埋

め

ら

れ

た

の

を
知

り

え

な

か

っ
た
。

(
iv
)
 
婆

羅
門

女
 
C
in
ca
 に
婬

を
も

っ
て
諦

ら

れ

た
。

(
v
)

パ

ー

タ

リ

フ
ト

ラ
の
都

の
衰

退

す

る
原

因

を
、

火

・
水

・
陰

謀

の

三

つ

の
中

か

ら
特

定

す

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た
。

(
v1
)
 

v
e
ra
n
ja
 国

の
婆

羅

門
 
A
g
n
id
a
tta
 の
請

を
容

れ

て
仏

陀

が

当

地

に
赴

き
、

三

ケ

月
間
、

馬

麦

を

食

し
た
。

(
v
i
i
)

 

マ
ガ
ダ

国

の
 
P
a
n
ca
s
a
la
 村

に

お

い

て
仏

陀

が

托

鉢

を

な

し

た

が
、

村

人

た

ち

が
施

し

を

し

な
か

っ
た

た

め
、

鉢

を

空

の

ま

ま
帰

え

る

こ

と

と

な

っ
た
。
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(
v
i
i
i
)

 
D
e
v
a
d
atta
 に
石

の
車

輪
 
(
y
a
n
tr
a
)
 を

投

げ

ら

れ

た

が
、

こ

れ

を
夜

又
 
K
im
b
ila
 が

身

を

も

っ
て
防

ぎ
、

夜

又

自

身

は

死

ぬ

こ

と

と

な

っ
た
。

(
ix
)
 

A
j
a
t
a
sat
r
u
 王

が

守

財

酔
象
 
(D
ab
a
p
a
la
)
 を
放

っ
た

の
を

仏

陀

は

知

ら

ず

に
王

舎

城

に
入

っ
て
乞

食

し
た
。

(
X
)
 

D
e
v
a
d
a
tta
 に

出

家

を

許

し

て
破

僧

を

さ

せ

る

結

果

と

な

っ

た
。(
X
i
)
 

S
u
na
k
s
a
tr
a
 を

仏

陀

は

侍

者

と

し

た

が
、

彼

は

不

遜

な

性

格

で
後

に

還

俗

し

て
仏

陀

を

誹

諺

す

る

こ
と

と

な

っ
た
。

(
X
i
i
)

 

U
d
da
k
a
-R
a
m
a
p
u
tta
,
 A
r
a
da-K
a
la
m
a
 両

仙

の
死

を

仏

陀

は
知

ら

ず
、

成

道

後
、

彼

等

に
ま

ず

法

を
説

か

ん

と
し

て
そ

の
死

を

天

か

ら
告

げ

ら

れ
た
。

(
X
i
i
i
)
「
木

積

喩

経
 
(s
in
 g
i
 p
h
un
 p
o
 lta
 b
uh
i
 m
d
o
 s
d
e
)
」

を

説

か

れ

て
、

悪

業

の
も

の

一
八
〇

人

を

出
家

さ

せ

た
。

(
XIV
)
 

櫓

木

山
 
(
k
h
a
d
ira
)
 の
林

で
棘

を

足

に

刺

す

と

い
う
、

前

世

の
業

に
対

す

る
苦

の
果

報

を

仏

陀

は

受

け

た
。

(
XV
)
 
他

の

一
切

智

者

を

誹

諺

し

た
。

以

上
が
、
 

T
J

に

お

い

て
引

証

さ

れ

る
仏

陀

の

一
切

智

者

た

る

こ

と

を

否

定

す

る

一
五

項

の
論

拠

で
あ

り
、

こ

れ

に

対

し

て

バ

ヴ

ィ

ヤ

は

M
H
K
 
X

の

一
四
頽

を

当

て

て
論

駁

を

加

え

る
。

チ

ベ

ッ

ト

訳

か

ら

の
試

訳

を
付

す

な

ら

ば

以

下

の
よ

う

に

な

る
。

 

「
裸

行

派

の
も

の

に
よ

っ
て

《
釈

尊

は

一
切

を
説

く

こ
と

な

き

が

故

に

一
切

智

者

に

あ

ら

ず

》

と

い
わ

れ

た
。

リ

シ

ャ
バ

等

に

関

し

て
は

真

疑

不

定

(a
n
a
ik
a
n
tik
a
)

で
あ

る
。

表

現

で

き

な

い
と
表

現

す

る

が

故

に
、

一
切

智

者

で

は

な

い
。
」

(
M
H
K
 X
,
 
v
.
 
1
,
 

a
-
e
)
.

「
輪

廻

の
は

じ

め

を

し

ら

ず

に
、

原

因

も

ま

た

よ

く

し

ら

な

い
も

の

は
、

こ

の
故

に
無

知

で
あ

り
、

知

な

き

が

故

に

そ

の
故

に

虚

空

の

〔
ご

と

き

〕

性

質

を

も

つ
も

の

で
あ

る
。
」

(
M
H
K
 X
,
 v
.
 
2
)
.

「
も

し

も
、

釈

尊

の
能

力

が

真

に
力

あ

る

も

の
で

あ

れ

ば
、

一
切

の

生

類

は

解

脱

で
き

よ
う
。

外

道

た

ち

は

七

日

間

を

過

ぎ

れ

ば

《
財

宝

と

そ

ね

み

心

の
故

に

ス

ン

ダ

リ
ー

を

我

等

は

殺

せ
り

》

と

語

る
よ

う

に
な

ろ
う
。
」

(
M
H
K
 X
,
 v
.

3
,
 a
-
f
)
.

「
縛
り

つ
け
た
も
の
が
切
れ
て
、
〔チ
ン
チ
ャ
ー
の
腹

か
ら
〕
木

の

鉢
が
地
に
落
ち
た
の
を
、
王
お
よ
び
武
士
春
属
が
み
た
の
で
あ
り
、
彼

等
は
大

い
に
驚

い
た
。
」
(
M
HK
 X
,
 v.
 
4
)
.

「具
体
的
に
教
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〔人
々
の
〕
た
め
に
庇

護
を
な
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て

〔し
か
も
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〕
彼
が
他

の
も
の
に
変
異
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔パ

ン
チ
ャ
〕

サ
ー
ラ
ー

の
村
に
お
ら
れ
て
、
衆
生
を
饒
益
す
る
行
為
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」

(M
H
K
 X
,
 v.
 
5)
.

「
悪
魔
の
行
業
に
打
ち
勝
ち
了
ら
れ
た
御
方
で
あ
る
の
で
、
彼
に
は

悪
魔
の
行
業
は
存
し
な
い
。」
(
M
H
K
 X
,
 
v
.
 

6)
.

「
声
聞
衆
を
伴
え
る
勇
者

〔=
仏
陀
〕
は
こ
こ

〔の
村
〕

で
施
食
が

『
中

観

心

論
』

に
み

ら

れ

る

一
切

智
 
(sa
r
va
jn
a
)
 思

想

(
川

崎
)
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『
中
観

心
論
』

に
み
ら
れ
る

一
切
智
 
(
sar
v
a
j
n
a
)
 

思
想

(
川

崎
)

断

た

れ

た

こ
と

に

よ

っ
て

も

心

に
惚

怠

を

み

る

こ
と
が

な

か

っ
た
。

こ

の
蒔
、

〔彼

等

の
〕
多

く

の
も

の
が
菩

提

に
決

定

し
よ

う
。
」

(
M
H
K
 X
,

v
.
 7)
.
「象
を
調
伏
す
る
た
め
と
、
生
類
を
化
す
る
た
め
に
、
世
尊
は
都
に

赴
か
れ
た
の
で
あ
る
。
牟
尼

・
世
尊
が

〔狂
象
の
襲
来
を
〕
御
存
知
な

か

っ
た
の
で
は
な

い
。」
(
M
HK
 X
,
 v.
 
8
)
.

「デ
ー
ヴ

ァ
ダ

ッ
タ
が
杓
を
拗

っ
た
が
、

こ
れ
す
ら
も
生
類
を
饒
益

す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。

〔世
尊
は
こ
れ
に
よ
っ
て
〕
他
者

の
危

害
か
ら
も
超
脱
さ
れ
て
い
る
、
偉
大
な
性
格
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」

(M
H
K
 X
,
 v.
 
9)
.

「
五
百
人

の
人

々
が
支
え
あ
げ
る

〔
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
〕
大
岩

が
投
げ
つ
け
ら
れ
、
美
し
き
夜
叉

〔
=
キ
ン
ビ
ラ
〕
が
こ
れ
を
見
て
み

ず
か
ら
の
身
体
で

〔こ
の
岩
を
〕
耐
え
た
の
で
あ

っ
た
。
」
(
M
H
K
 X
,

v
.
 10
)
.

「千
に
百
を
乗
ず
る
数
の
、
天
お
よ
び
非
天
は
、
誠
信
の
根
を
獲
得

し
て
迷
有
よ
り
離
脱
し
た
の
で
あ
る
。
」
(
M
HK
 X
,
 v.
 
11)
.

「
デ
ー
ヴ

ァ
ダ

ッ
タ
は
、
家
に
在
り
な
が
ら
、
〔法
〕
輪
を
ま
わ
す
力

を
具
し
て
春
属
と
権
勢
を
獲
得
し
て
、

〔こ
の
仏
陀
の
〕
教
え
を
損

お

う
と
し
た
。
」
(
M
H
K
 X
,
 v.
 
12)
.

「
《
この
悪
心
を
持
て
る
も

の
が
出
家
を
し
た
と
し
て
も
、
我

に
は

な
に

一
つ
な
す
こ
と
が
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
》

こ
の
よ
う
に
師
は
み
そ

な
わ
さ
れ
て

〔デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
〕
出
家
に
反
対
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ

る
。
」

(
N
H
K
 X
,
 v
.
 13
)
.

「
諸

々

の
奇

瑞

を

現

じ
ら

れ

て
、

法

を

聴

聞

で
き

る

よ

う

に

は

か

ら

わ

れ
、

こ

の
御

方

は
福

徳

を
聚

め

る

こ
と

が

で
き

る

よ

う

に

は
か

ら

わ

れ

て
、

ス

ナ

ク

シ

ャ
ト

ラ

を
放

置

さ

れ

た

の

で
あ

る
。
」

(
M
H
K
 X
,
 v
.

14
)
.『

中
観
心
論
頽
』
第

一
〇
章
に
お
け
る
以
上
の

一
四
頗
に
対
し
て
、

ミ

は
さ
ら
に
数
項
目
を
加
え
て
詳
細
に
論
じ
る
。

 
こ
の
箇
所
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
の
一
頗
を
五
行

で
訳
し
た
り

(v
.
 
1)
、
六
行
で
訳
し
た
り
 
(v
.
 
3
)
し
て
お
り
、

ま
た

他
の
章
で
は
ほ
ぼ

一
頽
ず

つ
に
対
応
し
て
注
釈
し

て
い
た

の
に
対

し

て
、
四
頗
 
(v
v
.
 
4
-
7
)
 

あ
る
い
は
七
頗
 
(v
v
.
8
-
1
4
)
を

ま
と
め
て
釈
す

る
な
ど
、
本
章
に
お
い
て
体
裁

の
乱
れ
や
変
更
が
存
す
る
こ
と
も
特
記

す
べ
き
で
あ
る
。

 
以
上
、
寄

に
お
い
て
ジ

ャ
イ
ナ
教
徒
に
よ
る
仏
陀
の

一
切
智
に
対

す
る
論
難
と
さ
れ
る
も
の
は
、

こ
と
さ
ら
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒

の
主
張
す

る
と
こ
ろ
と
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仏
陀
の
未
来

・
過
去

・
現
在

に
関
す
る
無
知
の
事
例
を
仏
伝
中
か
ら
引
証
し
て
、
仏
陀
の
一
切
智
を

否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
論
難

の
形
は
以
下
の
文
献

に
し
ば
し
ば
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(イ)

『
長
阿
含
経
』
等

の
阿
含
部
の
諸
経

 
回

『
興
起
行
経
』
・
『
修行
本
起
経
』
・
『
義足
経
』
、
『
本
生
経
』
等

の

本
縁
部
の
諸
経
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(ハ)

『有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
・
『
同雑
事
』
・
『
同破
僧
事
』
等

の
律
典

(二)

『大
方
等
大
集
経
』
・
『
大方
広
善
巧
方
便
経
』
等

の
宝
積
部

の
諸

経
(ホ)

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
十
、
四
十
不
共
法
品
第
二
十

一
・
二
十

二

「難

一
切
智
人
」
、
『大
智
度
論
』
巻

二
お
よ

び
二
十
七
、
『大
毘
婆

沙
論
』
巻
四
四
に
説
く
仏
陀

の
十
宿
業

に
関
す

る
言
及
、
愛

・
瞑

・

慢

・
疑
の
四
種
心

・
世
間

の
八
法
に
よ
る
如
来

の
染

す
な
わ
ち
大

衆
部
や
分
別
論
者

の
主
張
す
る
仏
身
無
漏
説
に
対
す
る
、
仏
生
身
の
有

漏
を
主
張
す
る
有
部
説
を
説
く
箇
所
と
共
通
す
る
箇
条
が
多
く
見
ら
れ

る
。
 
以
上

に
掲
げ
た
諸
文
献
の
中
で
、
バ
ヴ

ィ
,
 
ヤ
が
直
接
の
典
拠

と
し
て
依
用

し
た
も
の
は
、

寄

自
体
が
明
確
に
言
及
し
て
い
る
ご
と

く

(
T
h
a
b
s
 
l
a
 
m
k
h
a
s
 
p
a
'
i
 
m
d
o
 
l
a
s
 
s
e
s
 
p
a
r
 
b
y
a
h
o
)
、

『大
宝
積
経
』

大
乗
方
便
会

第
三
十
八

に
相
当
す

る

『大
方
等
善
巧
方
便
経
』
で
あ

る
。
本
経
は

「
如
来

の
十
残
」
と
い
う
呼
称
で
仏
伝
中
の
記
載
と
し
て

仏
陀
が
受
け
た
十
の
災
厄
を
記
述
し
、
中
で
も
櫓
木
山

(kh
ad
ira)
の

樹
林
中
で
棘

が
地
中
よ
り
い
で
て
仏
陀
の
足
を
刺
し
た
こ
と
に
さ
か
の

ぼ
る
前
世
の
因
縁
を
他
事
件
を
圧
し
て
詳
細
に
叙
述
し
て
い
る
。

こ
れ

を
受
け
て

謡

も
こ
の
櫓
木
山
の
棘

の
事
件

を
詳
述
す

る
。
以
上
か

ら
も
、

寄

所
引
の

一
切
智
批
判
説
が

『
善
巧
方
便
経
』
に
依
拠
し
、

こ
れ
を
基
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

四
 

梵

蔵

テ
キ

ス
ト
間

の
差
異

G
.
 Tuc
ci
 氏
提
供
の
貝
葉
写
真
お
よ
び

R
.
 
S
an
k
rty
ay
an
a
 師

の

筆
写
本
 (
V
.
 
V
.
 
G
o

k
ha
le
 教
授
提
供
に
よ
る
)
は
第
九
章
第

一
四
八
頚

の
あ
と
に
す
ぐ

つ
づ
け
て
、
第

一
〇
章
第

一
三
頽
後
半
が
書
か
れ
て
お

り
、
本
論
文
で
扱

っ
た

一
切
智
に
関
す
る
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
存
す
る
三

一
頚
半
は
こ
の
間
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
 T
u
c
c
i
-
R
a
h
u
l
a

本
が
貝
葉

一
枚
を
紛
失
し
て
い
る
原
本
か
ら
書
写
を
行

っ
た
結
果
成
立

し
た
も
の
で
、
書
写
の
際
に
欠
落
部
分
を
空
け
ず
に
、
す
ぐ

つ
づ
け
て

写
し
た
た
め
生
じ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
貝
葉
写
本
は

一
葉
表

裏
に
そ
れ
ぞ
れ
M
H
K

一
五
頚
-
一
六
頽
を
収
容
し
て
お
り
、 
一
葉

で
丁
度
欠
落
し
て
い
る
三

一
-
三
二
頗
分
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

箋

成
立
に

つ
い
て
も
、

こ
れ
が
独
立
に

チ
ベ

ッ
ト

で
翻
訳
さ
れ
入
蔵
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
T
J

の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か

ら
偶
頗
形
の
も
の
だ
け
抽
出
さ
れ
て
成
立
す
る
に

い
た

っ
た
と
推
定
で

き
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
偶
々
謡

に
偶
頗
の
形
で
存
在
し
て

い
た

他
書
か
ら
の
引
用
が

蔑

の
本
来
の
偶
頒
で
あ
る
か
の
ご
と
く

に

混
入
、
残
存
し
、
ま
た
逆
に
本
来

箋

に
偶
頒
の
形
で
存

し
た
も

の
が
、
ミ

に
お
い
て
散
文
で
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に

チ
ベ

ッ
ト
訳

蕪

で
は
偶
頗
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
な
く
脱
漏
し

た
。

か

か

る
事

情

が
推

定

さ

れ

る

こ

と

を

第

九

章

p
U
rv
a
-p
a
k
s
a

第

一
-
一

七

頚

の

サ

ン

ス

ク

ッ
ト

・
テ

キ

ス
ト

お

よ
び

チ

ベ

ッ
ト
訳

を

比

『
中

観

心

論
』

に

み

ら

れ

る

一
切

智

(
sa
r
v
a
j
na
)

思

想

(
川

崎

)
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『
中

観

心

論

』

に

み
ら

れ

る

一
切

智
 
(
sa
r
v
a
j
na)
 思

想

(
川

崎

)

較

す

る

こ

と

に

よ

っ
て

立

論

し

た

が
、

(
拙
論

「
バ
ヴ

ィ
ヤ
の
伝
え

る

ミ
ー

マ
ー

ン
サ

ー
思
想
」
、
『
中

村

元

博
士
還
暦
記
念
論
集

・
イ

ン
ド
思
想

と

仏
教
』
昭
和
四

八
年
、
春
秋
社
、
七

八

-
七

九
頁
参
照
)
こ

の
結

論

は

そ

の

後

の
第

九

章

第

一
四

八
頗

ま

で

の

検

討

の
結

果

で
も

支

持

さ

れ

る
。

さ

ら

に

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

・
テ

キ

ス
ト

に
存

在

し
な

い
、

一
切

智

に

言

及

す

る
第

九

章

の
第

一
六

七

頽

ま

で

と
、

お

よ

び
第

一
〇

章

の
第

一
二

頽

ま

で
を

検

討

し

た

結

果

は

別

図

の
ご

と
く

な

る
。

図

に

お

い
て
網

が
け

に

し

て
表

わ

し
た

部

分

に
 
T
u
c
ci-R
a
h
u
la
 本

の

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

・
テ

キ

ス

ト

と

チ

ベ

ッ
ト

訳

本

と

の

間

の
 
d
is
c
r
e
-

p
a
n
cy
 が

生

じ

て

い

る
。

こ

の
結

果

判

明

す

る

の

は
 
T
u
c
c
i
 
氏

提

供

の
貝

葉

写
真

版

(
=
R
a
h
ula
 師

筆

写
の
も

と

と

な

っ
た

貝
葉
本
)

は

(A) T arkajvala

Sanskrit text (Tucci & Rahula) of MHK 

Tibetan translation of MHK

Q Quotations in verse style in the Commentary 

P. Tibetan translation in prose style of MHK found in the Commentary

(B)
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T
J
原
本
か
ら

一
葉

の
欠
落
を

つ
づ
め
て
成
立
し
た
写
本
で
あ
り
、
T
J

の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
入
蔵
本
は
別
の
テ
キ
ス
ト
に
も
と
つ
い
て
翻
訳
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

 
M
H
k

・
寄

の
他
の
章
に
お
け
る
情
況
と
も
合
せ
て
将
来
検
討
す

る
た
め
の
作
業
仮
説
と
し
て
立
論
し
て
お
き
た

い
。

む

す

び

以
上
、
『
中
観
心
論
頗
』
お
よ
び
そ

の
注
釈

『
思
択
炎
』
に
言
及
さ

れ
る

一
切
智

(
sarv
a
j
n
a
)
の
思
想
に

つ
い
て
、
一二
章

に
わ
た

っ
て
考

察
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
お
い
て

一
切
智
思
想

の
別
の
側
面
が
と

り
あ
げ
ら
れ
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
わ
け

て
も
第

一
〇
章
に
お
け
る
仏
伝
中
の
記
載
を
も
と
に
仏
陀
の
無
知
を
と

り
あ
げ
る
論
難

は
、
従
来

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
巻
第
十

「
難

一
切
智

人
」
を
除

い
て
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
り
、
六
世
紀

の
中
期
中
観
思
想
を
代
表
す
る
重
要
な
思
想
家
の

一
人
で
あ
る
バ
ヴ
ィ

ヤ
の
著
作
に
、
か
か
る

一
章
が
存
し
、
ま
た
か
か
る
形
に
お
け
る
叙
述

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔本
研
究
は
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究

に
ょ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。〕

(筑
波
大
学
助
教
授
)

『
中

観

心

論
』

に

み

ら

れ

る

一
切

智
 
(S
a
rv
a
j
na)
 思

想

(
川

崎

)
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